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１．公共交通に関するこれまでの取組み経緯

○ コミュニティバス「ふれあいバス」は、
町内の交通不便地の解消と、高齢者や障がい者、
学生などで車を運転しない方の移動手段の確保を
目的として、平成12年に運行を開始。

○ 川西病院バスは、実証実験運行を平成22年に実施したが、
少ない利用者数、低い収支率の結果により、持続可能性の
担保が出来ないことから、本格運行に向けて運行効率化を
図る調査・検討を進める結果に。

○ 平成24年に策定した「ふれあいバス見直し計画」により、
平成25年にふれあいバスの運行ルート・ダイヤの見直しを実施。

○ 町内の公共交通を「広域基幹交通」、「町内基幹交通」、「生活交通」に機能分類し、階層的なネットワー
クを構築するとともに、「乗継拠点」を設け、各交通の接続性を高め、効率的で効果的なネットワークの形
成を目指す『猪名川町地域公共交通ネットワーク見直し方針』を令和2年3月に策定。

○ 交通不便地の移動手段を将来的に維持していくために、地域の停留所から
幹線道路上のバス停までエリア内限定で運行する『チョイソコいながわ』の
実証運行を令和2年5月から実施。チョイソコいながわは、猪名川町、ネッツ
トヨタ神戸（株）、日の丸ハイヤー（株）が連携して行うオンデマンド型の
移動支援サービス。

■初代車両（平成12年～） ■2代目車両（平成26年～）

■川西病院バス

■チョイソコいながわ
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１．公共交通に関するこれまでの取組み経緯

平成12年（2000年）：猪名川町コミュニティバス「ふれあいバス」運行開始
平成22年（2010年）：猪名川町地域公共交通会議設置

日生中央駅と市立川西病院を結ぶ
「川西病院バス」実証実験運行

平成24年（2012年）：ふれあいバス見直し計画の策定
平成25年（2013年）：ふれあいバス見直し計画に基づいた運行ルート・ダイヤの見直し実施

平成26年（2014年）
・平成28年（2016年）：ふれあいバス各1台更新

令和元年（2019年）7月：デマンド交通
導入検討部会設立

令和2年（2020年）3月：猪名川町地域公共交通ネットワーク見直し方針の策定
令和2年（2020年）5月：チョイソコいながわ実証運行開始

○主な見直し概要○
・ 利用者の多い午前便の充実と合わせて、主な利用目的である買い物と通院の移動を支援するルート

を設定
・ 尾花橋以南のルートとダイヤを統一。月～土曜日まで毎日同じ時刻に運行
・ 利用者ニーズの高い病院や買い物を想定し、以前より少し早い時間に１便目として増便
・ 各コース1日5便運行
・ 槻並地区に「フリー乗降区間」を導入



【参考】道路運送法改正による廃止手続きの変更について
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○ 平成14年（2002年）「道路運送法」が改正され、バス事業者にとって新規参入が比較的容易になるとともに、
路線廃止も容易となっている。

○ 路線廃止は、廃止しようとする日の6ヶ月前に国への届出のみで実施可能に（※国による廃止認可はなく、地
域との合意形成を図る必要もない）。

■道路運送法（抜粋）

・ バス路線の廃止は、バス事業者単独による判断でも実現可能に…

（事業の休止及び廃止）
第三十八条 一般旅客自動車運送事業者（路線定期運行を行う一般乗合旅客自動車運送事業者を除く。）は、
その事業を休止し、又は廃止しようとするときは、その三十日前までに、その旨を国土交通大臣に届け出なけ
ればならない。
２ 路線定期運行を行う一般乗合旅客自動車運送事業者は、その事業を休止し、又は廃止しようとするときは、
その六月前（利用者の利便を阻害しないと認められる国土交通省令で定める場合にあつては、その三十日前）
までに、その旨を国土交通大臣に届け出なければならない。

※「届出」とは
法定手続の一つ。記載事項に不備がなく、必要な書類が添付されていることその他の要件に適合している

場合は、提出先の事務所（国土交通省近畿運輸局神戸運輸監理部兵庫陸運部）に到達した時点で手続き上の
届出義務が果たされたものとなる。

地域公共交通会議等で同意決議が図られた場合は
30日前でOK



【参考】乗務員不足の現状
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○ バス事業者は乗務員に必要な大型自動車第二種免許証の保有者数及び新規取得者数の減少や免許証の保有者
の高齢化の進行に伴い、乗務員が慢性的に不足。

○ この乗務員不足に対応できない場合、バス路線の規模を乗務員数に応じた路線規模に縮小せざるを得なくな
ることが想定され、町内の路線においてもさらなる減便や廃止となることが懸念。

○ 京都府・大阪府・兵庫県の3府県における大型自動車第二種免許証保有者を年齢別に見ると、60歳以上が約5
割、40歳未満の若年層は1割未満。

40歳未満

6%
（5,886人）

40～59歳

45%
（41,130人）

60歳以上

49%
（45,332人）

■京都府・大阪府・兵庫県（3府県）における
大型自動車第二種免許証保有者の年齢構成
（令和元年度（2019年度））

（n=92,348）

出典：運転免許統計（令和元年度（2019年度）版 警察庁）

■運転士の正社員採用
（阪急バス 平成31年（2019年）4月～）

・ 乗務員不足が解消されない場合、乗務員数がバス路線の規模を決める要因になることも…

・より積極的に採用活動を
行い、社員が安心して働
くことができる環境を整
備するために、路線バス
業界の先陣を切って実施。

・しかし、乗務員不足は続
いている。。。

出典：阪急バス株式会社HP



令和元年度
（2019年度）

令和3年度
（2021年度）
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２．今後の方向性

○ コミュニティバスをはじめとする町交通網のあり方について、交通結節点の可能性や料金体系のあり方など
を検討し、利用者のニーズに合った路線に見直すことで、利便性の向上、持続可能な地域交通の形成を目指
す「猪名川町地域公共交通路線見直し方針」における将来の公共交通ネットワークの実現に向けた今後のス
ケジュールを以下に示す。

猪名川町地域公共交通ネットワーク見直し方針策定

デマンド交通実証実験開始（無償運行）

デマンド交通実証実験開始（有償運行）

（仮称）猪名川町公共交通基本計画策定

デマンド交通本格運行開始（有償運行）

（仮称）猪名川町公共交通実施計画策定

機能拡大後の道の駅いながわ開業及び
新たな公共交通ネットワークによる各交通モードの運行開始

令和2年度
（2020年度）

3月

5月

4月

3月

令和4年度
（2022年度）

4月

3月

令和5年度
（2023年度）

基本計画
の検討

実施計画
の検討

■将来の公共交通ネットワークの実現に向けた今後のスケジュール

道路運送法
第21条による運行

道路運送法
第4条による運行

・北部エリア（旭ヶ丘・杉生・鎌倉・杉
生新田・柏原・西畑・島・仁頂寺）

・南部エリア （阿古谷・民田・荘苑・
松尾台・原・内馬場）
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２．今後の方向性

○ （仮称）公共交通基本計画及び（仮称）猪名川町公共交通実施計画の役割や目的を以下に示す。

（仮称）猪名川町公共交通基本計画

猪名川町における公共交通に関する『マスタープラン』的な役割を持った計画であり、まちづくりに関
する施策と連携し、将来にわたって持続可能な公共交通のあり方を示すもの

（仮称）猪名川町公共交通実施計画

（仮称）猪名川町公共交通基本計画で示す取組みのうち、具体的な取組みを進めるための下部計画とし
て、特に機能拡大後の道の駅いながわ開業に合わせて構築が望まれる新たな公共交通ネットワークの実
現に資する施策として定めるもの

・「猪名川町地域公共交通路線見直し方針」における将来の公共交通ネットワークを実現させるために必要
な取組みの方向性や施策を定める。

・猪名川町における公共交通ネットワークの見直しにあたり、新たな交通システム導入、乗継拠点の設定に
よる乗継利用時における料金負担の軽減を図るために、新たな料金体系の導入の向けた検討が必要である。

・新たな公共交通ネットワークの構築、新たな料金体系の導入及び新たな交通システム導入の検討は、交通
事業者の合意形成・協議・調整が必要不可欠なため、策定までの期間を複数年確保する。

・機能拡大後の道の駅いながわ開業に合わせて、「猪名川町地域公共交通路線見直し方針」における将来の
公共交通ネットワークを実現させるために必要な各交通モードの運行計画を定める。

・実施計画の検討・策定にあたっては、機能拡大後の道の駅いながわ開業と同時に実施できるように、交通
事業者の合意形成・協議・調整が一定図られている状態で着手するものとする。


